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国士舘は一九一七（大正六）年一一月四日、東京市麻布区
笄こうがい
 町一八二番地（現在の港区南青山六丁目）に
呱こ
々
の声
をあげました。　
正確には、大正二年四月に柴田德次郎、花田大助らの青年
学徒が中心になって「青年大民団」と称する政治結社を立ち上げました。その大民団の事務所に国士舘の看板を掲げて大学生、専門学校生を対象に、政治、経済、哲学等の研究講座を開いたのが大正六年一一月四日です。
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その後の国士舘は、大正八年に世田谷の現校地に移り、同年一一月四日には高等部を開校（入学資格は
中学卒業程度、昼間三年制、昭和五年に第八期生の卒業で閉校） 、同年一一月七日には文部省から財団法人の設立認可を得ております。大正一四 は国士舘中学校（現在の高等学校に相当） 、昭和四年には国士舘専門学校を開校し 教育の府としての体制を整えましたが、昭和二〇年八月 五日の敗戦によって法
国士舘史研究年報 2011　楓
12
人名の変更を余儀なくされ、経営の基盤も根底から揺るぎました。　
ただ幸いなことに戦後の日本は、米ソ冷戦という二極構造の中で、経済の復興と敗戦国の地位からの脱
出をなし得ましたので、国民の生活も豊かになり、高等教育への進学率も大いに上昇しました。そのようななかで、我が国士舘も先人達の適切な経営力 よって、今や七学部と大学院一〇研究科並びに中学・高等学校を擁する総合大学に発展しました。　
しかし、大学の使命と評価が問われる はこれからです。本学の場合もどんな教育を施し、どんな人材
を世に送るのかが、これから問われることになります。もとよ 国士舘には百年になんなんとする長い歴史に培われた良き伝統があります。また、それと共に時代にそぐわなくなった弊風もある筈です。長い歴史の流れの中には変えてはならないものと、変え ければ らないものがありますが、いつの時代でも先人たちは、勇気と叡智をもってこれに取り組んできました。そしてそれが進歩です。　
言うまでもなく、創立九〇周年は百周年への一里塚でした。三〇年後・五〇年後の国士舘は、有為な人
材を育む、広く世界に開かれた大学として、さ なる高みを目指さなければなりません。　
一九七三（昭和四八）年、国士舘創立者柴田德次郎翁逝去、享年八三歳、柴田翁の業績は国士舘の歴史
と共に今も豊かに光躍しつづけています。国士舘のさらなる栄果と光輝を祈念 やみません。
（二〇一一年一一月、学校法人国士舘
　
前理事長）
